
【給食探検隊】 

その日の給食を構成している食材を写真の献立ボードのように、①赤（筋肉や

血を作る＝タンパク質） ②緑（体の調子を整える＝無機質・ビタミン） ③黄

（体を動かす力になる＝糖質・脂質）の三色食品群に当番の 5 歳児が分類し、
朝の集会時に分類結果を発表します。 

これは、献立に加えて、構成食材を事前に保護者にお知らせをしている給食だ

よりをもとに保育教諭が食材カードを用意し、それをもとに当番の５歳児が分

類し貼り付けていくという手順をとっています。５歳児が分類をしている時に

は自分たちでそれぞれの食材の栄養素を確認しながら「ニンジンは野菜やから

緑やで！」などと教え合い、自分たちの認識を深めています。また、当番以外

の幼児は朝の集会で当番の 5 歳児の分類結果の発表をボードを見ながら確認
し、間違いがあった場合などは集会の場で修正をし、幼児の認識をその場で共

有し、知識の定着を図るように工夫しています。 

加えて献立の中で知らない献立がでてきたり、食材でもあまりなじみのない食

材が出てきた場合は、保育教諭や栄養士にその献立や食材について確認し、教

えてもらった献立や食材に関する知識を豆知識として得るようにしています

（例えば、カレイとヒラメはどう違うのか、など）。もちろん、この豆知識も分

類結果発表の場で発表し共有することで、知り得た知識を自分たちの知識に昇

華できるように工夫しています。 

こうした遊びを毎日繰り返し行うことで、子どもたちは自分の健康状態がどん

な状態の時にはどのような食材を食べればよいのか（例えば、便秘の時には緑の

ものを多くとるなど）ということが自然と身につき、自分の体調に応じた食事

を選択する力が身についてきます。 
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　　6月の栄養指導は、赤・黄・緑の食べ物の仲間について知る！
　　ということで、まずはじめにみんなで栄養のうたを歌いました♪

　　　3色に食べ物はわけられるこ
　　　とを話すとたくさんのお友だちが
　　　知っており、手をあげて答えて
　　　くれました。

赤　…　からだをつくる 　　すみれさんに聞くと保育教諭
黄　…　ねつやちからになる 　　の問いかけに自信を持って
緑　…　ちょうしをだす 　　答えていました。

3色の栄養の働き
を知ったあとは…

わけてみよう！！ということで
赤・黄・緑に食材を分類して
みました。
※食材は、栄養のうたに出てくる
物を使いましたよ♪

　大きな声で返事をし、答えてくれました。

栄養について知った後、今が旬！のあの食材について勉強しました♪それは……　イカです！！
生のイカに興味津々!!　匂いや足の数、イカの体についてなど色々なこと
を勉強しました。イカの体の中を見たことがない…ということだったので
さばいて観察してみました。はらわたや目の位置などを知ることができたね。

イカを使った食材として『するめ』を 　　　　匂いの違いにも気付き、良く噛んで食べていました♪

試食しました♪ イカを使った給食が出ることを話すと楽しみにしていました☆”

保育園名： 社会福祉法人函館国の子寮　認定根崎こども園

(3) 健康的な食生活を支える栄養バランス

 ～ 保育所等編 ３ ～
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ආǉ᣼ᓔᲛᲹූƘ᣼ᓔᲛᲹ：「日本型食生活」を学ぶ授業プラン 28
対象学年・教科 㸴年生 学活科 

ねらい 㔝⳯のᾋきỿみのᐇ㦂を通して、㔝⳯がどこでᐇるのかを理ゎし、「日本ᆺ食生

活」ならではの኱᰿のㄪ理方ἲの≉ᚩやそのよさに気づく。 

活動内容 1）水をᙇった水ᵴに㔝⳯を入ࢀて、㔝⳯がᾋくかỿむかをண᝿したᚋ、ᾋきỿ

みと㔝⳯がᐇるሙᡤとの関係について考える。

※子どもたちのⓎ⾲に合ࢃせて、ᾋいた㔝⳯・ỿんだ㔝⳯がどこでᐇるのか見

分けらࢀるように黒板に㈞る。

・ᾋく・・・ࣆーマン・࢟ࣕ࣋ࢶ ỿむ・・・にんじん・ごࡰう

・ᅵの୰でできる㔝⳯はỿむんだ

2）኱᰿を水ᵴに入ࢀるとどうなるかண᝿し、ᐇ㦂する。

※኱᰿がᐇっているところの෗┿を黒板に㈞って、ண᝿のࣄントにする。

・኱᰿はᅵの୰でできるからỿむかな

・あࢀ、ᩳめになった。そうかᆅ上にᑡしฟているからだ。

3）኱᰿おろしを食べẚべて、どのような違いがあるか考える。

※௜⟢⣬に書き、ワークシートのそࢀࡒࢀのᯟに㈞る。

・ୗの㒊分は、㎞味いよ ・上の方は⏑い

4）኱᰿の㒊఩がどの料理に合うか考える。

※グループで┦ㄯして、ワークシートのḍに㈞りつける。

※኱᰿のそࢀࡒࢀの㒊఩の≉ᚩから考え、そࢀに合ったㄪ理方ἲが考えらࢀて

いることに気௜かせる。

5) ௒ᅇのᤵᴗ௨外の኱᰿の料理を見せ、「日本ᆺ食生活」のよさについて考える。 

※኱᰿を↓㥏なく使うすࡤらしさに┠をྥけさせる。

資料➼ 㔝⳯ྛ✀、࣓  、を㣫うような኱きめの水ᵴ、௜せん、௜⟢を㈞るワークシート࢝ࢲ

掲示用の኱᰿のᅗ、さまࡊまな኱᰿の料理の෗┿､኱᰿おろし 

板書 

(3) 健康的な食生活を支える栄養バランス

 ～ 学校編 １ ～
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